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石狩川河水の流出によって湾内にできる潮目の化学的研究

第2報 海底腐植の分布について

黒 美樹

(北海道大学水産学部海藻化学教室〉

Chemical Studies on the Current Rip in Ishikari Bay caused 

by the Ishikari River flowing into that Bay 

2. On the distribution of marine humus contents 

Miki OGURO 

Abstract 

For the purp欄 ofclarifying the ∞rre1ation be抑制1the distribution of marine humus 
∞ntents， and geographic environments，似:eanographiα1investigations have been made of 44 
bottom samp1es from the river-mouth of the Ishikari River as shown in Fig. 1. 
In this area， the α潤 nographicenvironments and bottom configuration and river-water of 
the Ishikari River are each very∞mplicated. 
Thepl'∞吋ureherm陀伊rt吋 wぉ tomake chemica1 ana1y臨(i田ition10凪 organicαrbon
∞ntent， and tota1 nitrogen) of the organic matter of bottom samp1e. 
From these investigations the obtained results may be summarized as follows: 
1. The distribution of organic∞ntents (such as or伊.niccarbon∞ntents， amount of ignition 
10ss and ωta1 nitrogen ∞ntents) show吋 asimilar tendency. 
2. The ∞ntents of organic matter were abundant at the river-mouth but generally戸x>rin 
the offing. 
3. The bottom materia1s in the bay ∞ntain吋 or伊niccarbon ranging from 0.14 to 6.61 
perωnt， tota1 nitroge ranging from 0.021 to 0.327 per cent; the amount of ignition 10ss ran伊d
from 2.68 to 14.64 per cent. 
The rate ofωrbon to nitrogen， C/N， was in the range of 2.∞to 46.89. 
4. As shown in Fig. 6， it is託enthat a linear re1ationship exists between the marine 
humus ∞ntents and the water depth， and that there is∞nnection between the marine humus 
∞n旬ntsand the加ttom-current.
5. In the river-mouth， 1arge va1ωof C/N was observed， however， it is seen that there is 
slown凶sofd伐:om卯sitionof organic matter on the bottom. 
on the other hand， in the offing， 10w va1ue of CIN was observ吋. It is銃犯nthat there is 
higher d伐加1凹sitionve10city of organic matter by the bottom-current on the民abottom. 

緒曾

石狩湾の底質についての研究は少し加藤1)の報告があるのみである。石狩川河口を中心とした底質，即

ち石狩川の河水によって生ずる潮目との関連性からみた底質の研究は全く無u、。

石狩川は石狩川沿岸の開発が進むにつれて川の汚染がひどくなり，河水によって運ばれる有機物が石狩湾

に出，外洋水，石狩湾流水にて稀釈され海底に蓄積される。海底堆積物には，河川により陸地から搬入蓄積

された陸成性の有機物と，海洋に生活する動植物の遺骸や，海洋細菌による分解産物など種々の形の海成性

の有機物とが含まれているが，これらの有機物は一般にグ海洋腐植グ或はグ海底腐植，，2)と総秘されている。
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本報において，著者は，石狩川河水により潮目が生成する際，相当量の!石狩川河水により陸地等から搬入，

蓄積された陸性海堆積物，即ち海底腐植と潮目との関連性について研究を行った。海底腐植の含有量を代表

する指標として，灼熱減量，有機炭素量及び全窒素量等があげられる。土寝等において常用されている方法

に基き底質試料の有機成分，灼熱滅量，有機炭素量及び全窒素量の化学分祈を行い，石狩湾における石狩川

河口を中心とした海底腐植の分布状態を明らかにする事が出来たのでここに報告する。

報糞産水大北

部

1. 調査方法及び採泥 F

石狩湾内の石狩川河口を中心とする附近一帯について，

1959年7月-8月にわたり，第1図に示す44地点において

採泥を行。た。採泥にはエグマ y採泥器を使用し，底質を

上下よく混合して広口瓶に採取し，密栓し，ロウにて密閉

した。

2. 測定方法

測定に当って，湿泥を800-900Cで迅速に乾燥，細砕し

貯蔵に堪え得る程度にして保管した。化学分析を行うに当

つては残存している湿気や結合水等を除去する目的で 1∞
士50Cにて2時間以上乾燥したものをデシケーター中に保

存し，有機炭素，灼熱誠量，全窒素量の測定を行った。

有機炭素量はグロム硫酸の消費量から間接的に求める

Tiurin法により全窒素ば Kjeldahl法によった。

の験実

底土の灼熱波量，有機炭素量及び全窒素量と，海底にお

ける有機物代謝を示唆する有機炭素量と全窒素量との比，

CJN等を第1表に示した。

灼熱波量〈第3図)，有機炭素量〈第2図〉及び全窒素

量〈第4図〉の分布は類似しており，一般に石狩川河口附

近地域と沿岸添いに高い値を示し，これらの地域から遠のくに従って，その値は低くなっているのは以下の

事由によるものであろう。

石狩川の河水によって多量の有機物が湾内に流入し，石狩川河口附近地域では比較的流速が緩漫であり，

その為に有機物質が底土表面に沈降することに原因していると考える。 st.26'， 27， 28， 35が低い値を示し

ているのは，水の流動が大きいため働組な有機物質の含量が少くなっているためと考えられる。また st.33 

附近に灼熱減量及び有機炭素量の多い地域が存在しているのが注目される。

C/N (第5図〉についてみるに，最大は 46.8，最小 3.11であり， st. 25， 26， 27， 28， 34， 40一帯は，

その値は10.0以下である。この地域は比較的よく外洋水の彰響を受けて有機物の分解が円滑に進んでいるの

であろう。これらの地域に対し石狩川河口地域では概して高い値を示しているのは，水の動きが緩漫のため

多くの有機物の沈澱を可能にし，またそれらの分解速度も還し未分解部分も多く含有することによると考

えられる。 st.33， 39， 42において少しく高い値を示しているのが目立つ。またst.25， 32では他の成分と

同様 C/Nも低くなっている。

果結験実
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Fig. 1. Stations of sampJing of bottom 

materials in Ishikari Bay 
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Table 1. Chemical properties of bottom materials in Ishikari Bay 

Station D(empt〉h Ocragra加ninc Marine Total IgLnωitis on 
No. Humus Nitro男6EEn C/N 

タ五 % 男4

1 8 0.39 0.67 0.103 3.77 3.29 

2 8 0.52 0.90 0.150 3.49 4.08 

3 5 0.49 0.85 0.086 5.74 3.36 
4 4.8 0.28 0.49 0.105 2.68 3.34 

5 3 0.63 1.09 0.033 19.48 3.40 

6 4 5.12 8.82 0.177 28.90 12.02 

7 5.5 0.99 1.71 0.021 46.89 5.58 

8 5.5 1.84 3.17 0.071 25.93 6.21 

10 23 1.02 1.75 0.092 11.01 5.04 

11 19 2.47 4.26 0.092 26.94 7.92 

12 17 4.18 7.20 0.186 22.45 11.43 

13 15 4.89 8.44 0.223 21.96 14.64 

14 12 3.35 5.77 0.188 17.82 11.84 

15 14 4.69 8.09 0.243 19.34 13.77 

16 8 0.61 1.05 0.1∞ 6.15 4.13 

18 25 0.88 1.51 0.052 16.94 4.48 

19 24 0.80 1.35 0.036 22.07 4.94 

20 24 1.85 3.19 0.256 7.22 6.73 

21 19 6.61 11.39 0.327 20.21 18.16 

22 17 3.49 6.02 0.2侃 16.98 10.95 

23 17 1.76 3.04 0.124 16.16 6.10 

24 16 2.43 4.19 0.081 30.07 7.83 

25 36 0.16 0.28 0.052 3.11 3.45 

26 33 0.72 1.24 0.079 9.19 5.58 

27 30 0.86 1.47 0.192 4.45 5.46 

2泡 25 0.98 1.69 0.101 9.71 6.53 

29 24 0.88 1.52 0.089 9.89 5.14 

30 22 0.69 1.18 0.125 5.48 4.99 

31 17 2.42 4.18 0.114 21.27 8.48 

32 36 0.14 0.24 0.069 1.95 2.68 

33 33 2.13 3.67 0.150 14.18 8.74 

34 24 0.95 1.64 0.134 7.11 5.33 

35 22 1.86 1.96 0.113 16.51 6.60 

37 15 1.45 2.50 0.152 9.54 10.52 

38 37 0.41 0.71 0.064 6.43 4.38 

39 1.14 1.96 0.071 15.92 5.93 

40 25 0.98 1.69 0.109 8.96 5.43 

42 30 2.68 4.62 0.215 12.50 9.65 
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Fig. 2. Distribution of organic 
ωrbon of加ttommateria1s (%) 

Fig. 4. Distribution of tota1 
nitrogen of bottom materia1s (%) 
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Fig. 3. Distribution of ignition 

1088 of bottom materia1s (%) 

Fig. 5. Distribution of rate of 

carbon to nitrogen， C/N， of bottom 
materia1s 
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考察

石狩湾における底土の性状は，その湾の周辺を構成する海底地形，地質及び潮流，波浪等によって左右さ

れ，またそこに棲息する生物群の状態や，河川都市から搬入される汚染水も大いに関連してくるのである。

従って底質の分布は，これらの環境要素を反映して種々の複合要因が集約された状態を示し，水界における

環境条件を河成り指標するものと考えられる。石狩湾底土について有機物を指標するものとして，有機炭

素，灼熱波量及び全窒素量を測定した。石狩湾全体としてみると有機炭素量は最大6.61%，長小0.14%で，

灼熱波量は最大 18.16%，最小 2.68%であり，全窒素量は最大 0.327%，最小 0.052%となっている。

C/Nは最大 46.89，最小 3.11であって石狩川河口附近地域， 5t. 33， 39， 42と5t.26， 27， 28， 29， 30， 

34， 40とでは明らかにその値が異なっている。これは両海域へ沈搬する有機物量の遣いや，それらの有機物

の分解速度の遠いが原因していると思われる。石狩川河口附近は水深が浅いため，光，酸素，温度などの条

件が好適で有機物の分解が割合に順調に進行しなければならないのにも拘らず，異常に大きな C/N値が見

られるのは，石狩川の河水によって陸性の有機物，汚物等が搬入されると共に沿岸添いの底層流のために河

水の流速が緩漫になるため，多量の有機物が沈澱し，分解速度も遅く，従って未分解部分が多〈含有するも

のと考えられる。

..w，~， æ，~， æ， æ， æ ， M，~は前にも述べた如く有機物質が少ないのである。第6 図は水深

Cm)と底質腐植質含量 C%)との関係を示した。これから明らかなように底質腐植質含量は水深と直線的

な関係にあって9地点は，第6図の点円内に一括され，この線に沿って底層流が存在し，有機物質の含有量

が少くなっているためであろうと考える。
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哨叫問手
l

Fig. 7. Rough sketch of current rip in Ishikari Bay observed by airplane 

以上の事から鈴木4)が述べている如く，潮日分布の見取図〈第7図，鈴木より提供〉の1-4と5-7を

重ね合せたものであって，底土の現状からしでも，潮目，湾流，風向等と大いに関連のあることがうかがわ

れる。しかしながら潮目の分布状態は風向によって著しく左右されているので，年聞を通じ，南風，北風と

おこる頻度により沈澱量も遠うものであろう。

要 約

石狩川河口を中心とした海域より採取せる44個の底質試耕について，灼熱波量，有機炭素量及び全窒素量

を分析し，また各試耕の有機炭素量と全窒素量の比 C/Nを計算して，この海域における海底腐植の分布状

態について次の結果を得た。

1. 有機炭素量，灼熱波量及び全窒素量の分布は類似しており，これら含有量の多い地域は 5t.10. 11. 

12. 13. 15. 16. 24. 31と5t.6. 13. 21， 28. 33とに2分して考えることが出来る。

2. 腐植質含有量と水深とは，概ね直線関係が存在し，底質腐植質含量と底層流とは関連性があるようで

ある。

3. 底層流のために石狩川の河水の流速が緩漫となり，河口附近に多量の有機物が沈澱する。

4. C/N値から，沈瀕した有機物の分解は，河口附近は分解速度が遅く，底層流の存在する地域では分解

速度が早いようである。

5. 灼熱波量，有機炭素量，全窒素量 C/N及び底質腐植質含有量と水深との関係等から，石狩JIIの河水

によって睦性の有機物，汚物等が搬出され，海底tこ蓄積される量と，潮境と非常に関係が深い。潮境は

石狩湾の潮流と風向によって著しく左右されるが 1年を通じ南風，北風とおこる頻度によって，有機

物が海底に蓄積される量は異なる。
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